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        災害概況のまとめ 
                                 （平成１７年１月～１２月） 
 
Ⅰ．火災概況 
  平成１７年中の火災件数は１２９件で、前年に比べ２４件増加している。 

種別ごとでは、建物火災が８２件で、全火災の６３％を占めている。また、焼損面積、

損害額ともに増加しているが、これは建物火災が増え、焼損棟数が大幅に増加したこ

とによるものである。 

  死者・負傷者についても同様に増加しており、特に死者については昭和５１年の広

域発足以来最悪であった昭和５６年と同数の１０人となっている。今後、高齢化社会

の進展に伴い、更に死傷者の増加が予想されることから、住宅用火災警報器をはじめ

とする住宅用防災機器等の設置普及が急務となっている。 

  出火原因は、全国的に例年上位を占めている「放火・放火の疑い」が平成１６年に

引き続き第１位となっている。このことから、放火を未然に防ぐ環境づくりが必要で

ある。第２位は「たき火」であるが、これは火を完全に消火しないでその場を離れた

ものがほとんどであった。たき火をするときは、「絶対にその場を離れない、離れる

ときは完全に消火する」ということを周知徹底させることが大切である。 

 
Ⅱ．救急概況 
  救急出動件数は前年より３９６件増加し８,８５２件で、過去最高となった。救急

搬送人員も同様に４１１人増加し、この増加分は高齢者の搬送人員数の増加と一致し

ている。西部圏域の高齢者人口の割合が全国平均より高いことなどから、この傾向は

今後も続くものと推測される。 
  事故種別の出場件数では、前年に比べ急病が２９６件、一般負傷が７４件増加し、

増加率では、労働事故が２６．３％、自損行為が７．９％増加している。 
  一般市民がＡＥＤを使用できるようになったことで、救える命を確実に救うため地

域住民と連携した病院前救護体制の一層の充実・強化が必要である。 
 
Ⅲ．救助概況 
  救助出動件数で最も多いものは、火災の７６件で全体の４０％を占め、次いで交通

事故、その他の事故の順になっている。 
  特に近年は地震、台風などの自然災害が大規模化し、人的、物的に多大な被害を生

じていることに加え、ＮＢＣ・テロ災害が起こりうる状況であることから、あらゆる

災害に対応するためのより高度な救助資機材の整備を推進する必要がある。 
 
Ⅳ．１１９番着信状況概況 
    平成１０年１０月から運用開始した移動電話からの１１９番受信件数は毎年増加

しているが、１７年中は初めて減少した。これが一時的なものかどうか、今後見極め

る必要がある。本年からIP電話の１１９番着信が、一部の通信事業者（現在４事業者）

でできるようになった。統計上は「１１９固定」に含めているが、今後増えるようで

あれば項目計上を検討する。１７年中に着信した１１９番通報は、「救急」が１３件

であった。 



 

Ⅰ．火災概況 
(平成１７年 １月～１２月) 

１．出火状況 
（１）火災件数 

平成 1７年中の火災件数は１２９件で、前年に比べ２４件（２３％）増加

し、 過去１０年間の平均値（平均火災件数 １１１件）を大きく上回る結果

となっている。 
（別表Ⅰ－１、別表Ⅰ－５、別図Ⅰ－１参照） 

 
（２）火災種別 

火災の種別による構成比では、建物火災が全体の６３％で最も高い比率を

占め 、次いでその他火災１９％、車両火災１３％、林野火災４％、船舶火災

１％の順となっている。 
（別表Ⅰ－１、別図Ⅰ－２参照） 

 
（３）月別 

月別の火災件数では、４月が２１件で最も多く、次いで６月と８月の１３

件、９月の１２件、２月の１１件と続いている。 
種別ごとの発生状況では、建物火災は４月（１１件）に最も多く発生して

いる。例年であれば発生の少ない夏場に多発しているのが特徴的である。林

野火災は４月から６月の３ヶ月間に８割にあたる４件が発生している。 
また、死者は４月に、負傷者は１月から４月の間に多く発生している。 

（別表Ⅰ－２、別図Ⅰ－３参照） 
 

（４）市町村別 
市町村別の火災件数では、市部（米子市・境港市）が全体の６４％を占め

ている。 
町村部では、大山町と伯耆町の件数・割合が他町と比べ多くなっているが、

これは合併したことによるものである。 
（別表Ⅰ－３、別図Ⅰ－４参照） 

 
（５）損害額 

損害額は約３億６０２１万円で、前年（２億５４６６万円）に比べ、１億

５５５万円増加している。 
火災種別ごとの損害額では、建物火災によるものが、全体の９７％を占め

ている。 
また、月別の損害額では、８月が全体の２４％を占め、次いで３月の１９％

となっている。 
（別表Ⅰ－１、別表Ⅰ－２参照） 

 



 

２．出火原因 
出火原因の第１位は「放火・放火の疑い」（２０件）で、続いて「たき火」（１

２件）、「こんろ」（９件）の順となっている。 
（別表Ⅰ－４参照） 

 
３．死者・負傷者 
死者数は１０人で、前年の４人に比べ６人増加し、負傷者も１９人で、前年

の１８人に比べ１人多くなっている。 
死者の発生経過をみると、「放火自殺者」を除いた５人は全て「逃げ遅れ」に

よるものである。 
また、負傷者は約半数が「初期消火中」に発生している。 

（別表Ⅰ－１、別図Ⅰ－５、別図Ⅰ－６参照）

別図Ⅰ－１　火災件数の推移
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 別図Ⅰ－２　　火災種別出火件数の構成比率
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別図Ⅰ－４　市町村別火災件数の構成比率
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別図Ⅰ－３　月別の火災件数
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別図Ⅰ－５　経過別死者発生状況

別図Ⅰ－６　経過別負傷者発生状況
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増　減
Ｃ（Ａ－Ｂ）

　増　減　率
 　Ｃ／Ｂ(％)

１２９ (100% ) １０５ (100% ) ２４ 23%

８２ ( 63% ) ６９ ( 66% ) １３ 19%
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１ 6%
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　備考　(　　　）内は構成比を示す

出火率（人口１万人当り） ５.１４ ４.１９
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別表Ⅰ－１　平成１7年の火災の概況

平成１7年
　Ａ

火 災 件 数 ( 件 )

建 物 火 災
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負　傷　者   (人)

建 物 火 災

部 分 焼

ぼ や

罹災世帯数(世帯)

全 損

１件当り
り損害額
　(千円)

船 舶 火 災

そ の 他 火 災

損 害 額 ( 千 円 )

林 野 火 災

車 両 火 災

半 損

小 損

罹 災 人 員 ( 人 )

焼 損 棟 数 ( 棟 )

全 焼

半 焼
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０

０

　なお、損害額については概数
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別表Ⅰー２ 月別火災発生状況
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害

額

合

　
　
計

全

焼

半

焼

部

分

焼

ぼ

 
 
や

合

計

全

損

半

損

小

損

り

災

人

員

(千円） (千円） ㎡ (千円） a (千円） (千円） (千円）

１月 9 32,124 9 32,124 931 15 6 2 3 4 11 4 2 5 31 3 1

２月 11 26,255 7 24,461 785 3 1,794 1 12 6 1 2 3 5 3 1 1 15 1 2

３月 9 67,993 7 67,993 1161 2 20 9 3 6 2 23 8 3 12 57 4

４月 21 36,092 11 34,292 1496 1 30 3 5 1,550 4 220 37 12 8 8 9 23 13 2 8 44 3 2

５月 10 14,619 6 14,099 197 2 520 120 2 6 2 1 3 4 3 1 7 1

６月 13 2,087 2 1,770 97 1 13 5 2 304 8 3 1 2 1 1

７月 11 14,152 8 14,152 84 3 8 1 2 5 3 1 2 6

８月 13 86,899 8 83,987 1950 1 8 3 2,912 1 20 6 2 1 11 8 2 2 4 25 1 2 1

９月 12 875 7 757 119 2 8 3 110 7 2 3 2 5 5 22 1 1

10月 4 2,966 3 49 1 2,917 3 3 1 1 4 1

11月 7 24,961 6 24,761 436 1 200 12 5 4 3 8 2 6 18 1 1

12月 9 51,196 8 50,992 868 1 204 17 5 3 8 1 10 3 2 5 38 1 2

合計 129 360,219 82 349,437 8124 5 563 136 17 9,689 1 200 24 330 160 55 19 38 48 101 39 13 49 267 10 19 2

合　　計 建物火災 林野火災 車両火災 船舶火災 その他火災
3
0
日
以
内
死
亡

焼損棟数 り災世帯 死

者

負

傷

者



別表Ⅰー３　　市町村別火災状況

合

計

建

物

林

野

車

両

船

舶

そ

の

他

床

面

積

表

面

積

林

野

合

計

全

焼

半

焼

部

分

焼

ぼ

 
 
や

合

計

全

損

半

損

小

損

㎡ ㎡ a (千　円）

米 子 市 71 49 1 8 13 4,611 65 93 31 9 25 28 74 28 10 36 179 7 10 1 223,471

境 港 市 11 4 1 1 5 445 1 5 3 2 4 2 2 14 1 1 7,748

日吉津村 4 1 3 17 2 1 1 250

大 山 町 22 14 5 3 888 34 20 6 3 3 8 7 2 2 3 19 2 2 55,514

南 部 町 4 3 1 6 128 1 1 1,065

伯 耆 町 8 6 1 1 891 83 8 23 6 6 3 8 9 4 1 4 26 2 1 23,018

日 南 町 4 4 686 6 6 4 2 3 1 2 13 2 24,191

日 野 町 2 2 486 12 5 3 2 3 2 1 14 2 21,474

江 府 町 3 2 1 100 13 5 1 1 2 1 1 1 2 3,488

合　　計 129 82 5 17 1 24 8,124 220 136 160 55 19 38 48 101 39 13 49 267 10 19 2 360,219

火　災　件　数 焼　損　面　積 焼損棟数 損

害

額

3
0
日
以
内
死
亡

り災世帯数 り

災

人

員

死

者

負

傷

者



損害額（千円）

合        計 129 82 5 17 1 24 360,219 10 19

た ば こ 7 3 1 3 23,422

こ ん ろ 9 8 1 5,015 4

か ま ど 1 1 1,084

風 呂 か ま ど 1 1 3,062

炉

焼 却 炉 1 1 220

ス ト ー ブ 8 8 23,381 4

こ た つ

ボ イ ラ ー 1 1 19

煙 突 ・ 煙 道 1 1 9,028

排 気 管 1 1 359

電 気 機 器 2 1 1 455 1

電 気 装 置 1 1 450

電灯・電話等の配線 5 5 9,121

内 燃 機 関

配 線 器 具 6 6 19,052 1

火 あ そ び 1 1

マッチ・ライター 2 1 1 6

た き 火 12 2 1 9 95 1

溶 接 機 ・ 切 断 機

灯 火 1 1 1

衝 突 の 火 花 1 1 204

取 灰

火 入 れ 1 1

放 火 9 7 1 1 12,482 2 4

放 火 の 疑 い 11 7 3 1 34,817 3

そ の 他 11 6 1 2 2 20,884

不 明 ・ 調 査 中 36 22 2 8 4 197,063 4 4

別表Ⅰ－４  出火原因別火災発生概況

死者負傷者出火件数

原 因 別
その他 計 死者 負傷者計 航空機建物 林野 車両 船舶

 



別表Ⅰ－５
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数
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額
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数

損
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額
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損
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積

件

　
　
数
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害

額

件

　
　
数

損

害

額

件

　
　
数

損

害

額

合

　
　
計

全

焼

半

焼

部

分

焼

ぼ

 
 

や

合

計

全

損

半

損

小

損

罹

災

人

員

(千円） (千円） ㎡ (千円） a (千円） (千円） (千円） 　(人）

8年 109 264,771 58 257,601 3,249 7 58 90 14 6,549 30 553 86 23 9 26 28 66 15 13 38 187 5 17

9年 90 253,810 51 248,846 2,922 6 15 14 4,516 19 448 74 19 6 35 14 48 10 5 33 165 4 17

10年 108 205,257 73 178,798 3,352 3 65 50 8 21,483 24 1,509 92 27 10 29 26 49 13 6 30 161 5 6

11年 93 404,896 61 401,903 5,393 4 319 10 1,691 2 718 16 584 94 35 7 27 25 57 19 4 34 197 5 15

12年 107 156,560 63 138,370 2,763 7 16 13 13,991 1 4,000 23 199 83 20 8 26 29 50 12 5 33 151 4 10

13年 120 232,096 63 200,616 3,416 5 5,207 199 21 21,315 1 4,500 30 458 88 26 7 29 26 55 13 5 37 195 6 11

14年 143 261,812 72 252,724 4,364 10 1,638 453 13 6,538 48 912 105 33 5 40 27 66 17 2 47 207 8 21

15年 111 145,855 73 143,834 3,875 2 6 14 1,588 22 433 99 23 11 37 28 62 17 10 35 191 9 23

16年 105 254,660 69 249,412 5,900 6 5 30 14 5,243 16 103 27 12 33 31 56 11 6 39 190 4 18

17年 129 360,219 82 349,437 8,124 5 563 136 17 9,689 1 200 24 330 160 55 19 38 48 101 39 13 49 267 10 19

合　　計 建物火災 林野火災

過去10年間の火災発生状況

罹災世帯
死

者

負

傷

者

車両火災 船舶火災 その他火災 焼損棟数



 

Ⅱ．救急概況 
（平成１７年１月～１２月） 

 １．救急出場件数、救急搬送人員 
    平成1７年中の救急出場件数は１６年中に比べて４．７％増加し８,８５２

件、搬送人員は５．１％増加し８，４１３人で、ともに過去最高となった。

    
（別図Ⅱ－１、Ⅱ―２、Ⅱ―３参照） 

 ２．市町村別救急活動状況 
    市町村別では、米子市の救急出場件数及び搬送人員がそれぞれ５，２６５

件（５９.５％）、４，９７３人（５９．１％）と最も多く、過半数を占め

ている。 
（別図Ⅱ―４参照） 

 ３．傷病程度別搬送人員 
   傷病程度別の搬送人員では、中等症が３，９１６人（４７％）で最も多く、

次いで軽症が２，９５５人（３５％）となっている。 
（別図Ⅱ―５参照） 

 ４．年齢別搬送人員 
   年齢別の搬送人員では、６５ 歳以上の老人（高齢者）が４１３人増加し

４，３９１人（５２％）と最も多くなっている。 
（別図Ⅱ―６参照） 

 ５．署所別救急活動状況 
   署所別では、米子消防署と皆生出張所の出場件数及び搬送人員がそれぞれ

４，４１７件（４９．９％）、４，１５５人（４９．４％）とほぼ半数を占

めている。         
（別図Ⅱ―７参照） 

 ６．月別救急活動状況 
月別の出場件数と搬送人員では、１２月がそれぞれ８２６件（９．３％）、

７８６人（９．３％）で最も多く、続いて３月の８０７件（９．１％）、７

５８人（９．０％）となっている。 
（別図Ⅱ―８参照） 

 ７．現場到着所要時間、収容所要時間 
平均現場到着所要時間は７分６秒、平均収容所要時間は３１分４６秒であ

った。 
（別図Ⅱ―９、Ⅱ―１０参照） 

 ８．応急手当実施状況   
心肺停止傷病者のうち家族等により応急手当を受けた人は、８９人であっ

た。   
（別図Ⅱ―１１参照） 

 ９．高度救命処置状況 
心肺停止傷病者２０９人のうち１５５人が救急救命士による高度救命処

置を受け、そのうち９人に回復が見られた。 
  （別図Ⅱ―１２、Ⅱ―１３参照） 

 10．救急講習件数の推移 
西部消防局で過去５年間に実施した救急講習に、毎年１０，０００人以上

の人が受講されている。 

                    （別図Ⅱ―１４、Ⅱ―１５参照） 
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別図Ⅱ-３　過去５年間の救急推移
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別図Ⅱ-７　署所別救急活動状況
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別図Ⅱ-１１　応急手当実施状況

別図Ⅱ-１２　高度救命処置件数
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Ⅲ．救助概況 
（平成１７年１月～１２月） 

 １．救助活動状況 
救助出場件数は１９０件で、そのうち火災が７６件（４０．０％）、交通

事故が７１件（３７．４％）、 その他の事故が２９件（１５．３％）、水難

事故が７件（３．７％）等となっている。 
                        （別図Ⅲ―１参照） 

   また、活動件数は８６件で、そのうち交通事故が４５件（５２．３％）、

その他の事故が２１件（２４．４％）、火災が９件（１０．５％）等となっ

ている。 
                           （別図Ⅲ２―参照） 
 ２．救助人員    
   救助された人員は８６人で、そのうち交通事故が５１人（５９．３％）

と最も多く、その他の事故が２１人（２４．４％）、火災が５人（５．８％）

等となっている。 
                           （別図Ⅲ３―参照）     

  ３．救助事故の死傷程度 
   救助された死傷者の程度は、中等症が２５人と最も多く、次いで重症が

２３人、軽症が１９人、その他が１１人、死亡が８人となっている。 
                                                     （別図Ⅲ４―参照） 
  ４．署別救助活動状況 
      署別の出場件数では、米子消防署が１０２件と最も多く、次いで境港消

防署が３３件、大山消防署が２８件、江府消防署が２７件となっている。 
（別図Ⅲ５―参照） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計 

出場件数 76 7 71 2 3 2 0 0 29 190 

別図Ⅲ-１　事故種別救助出場件数
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別図Ⅲ-５　署別救助活動状況
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Ⅳ．１１９番着信状況 

（平成１７年 １月～１２月） 
１．概況 

平成１７年中の１１９番通報は、総着信件数で１３，０８８件あった。

１ヶ月平均では１，０９０件、１日平均では３６件の着信となっている。

着信件数は昨年と比べると３０８件（２．４％）増であった。 
   通報内容では、救急通報が最も多く８，５５４件（６５，４％）で、火

災通報が４０１件（３，０％）、その他の通報としては間違いが９６２件（７．

４％）、通報訓練などの通報が１，６３５件（１２．５％）、休日・夜間な

どに病院に関する問い合わせ等が１，１３７件（８．７％）となっており、

いたずらと思われるものも２５９件（２．０％）であった。 
（別表Ⅳ―１、別図Ⅳ―１参照） 

                                        

 ２．月別の着信状況 
月平均の着信件数は１，０９０件で、月別で最も多かったのは３月の１，

４０１件、最も少なかった月は５月の９６７件であった。 

     火災通報は月平均３３件で、最も多かった月は４月の６６件、最も少な

かった月は１０月の５件であった。 

   救急通報は月平均７１２件で、最も多かった月は１２月の８０５件、最

も少なかった月は６月の６４７件であった。 

   訓練等の通報が３月に３４５件と突出しているが、これは西部消防局の

指令システムの更新に伴う１１９番回線の着信確認試験を実施したためで

ある。 

（別表Ⅳ―２、別図Ⅳ―２参照） 

 

 ３．移動電話からの着信状況 

   移動電話からの１１９番通報は３，３２１件で、全着信件数の２５，４％

であった。 

昨年は３，３５５件であったので、３４件の減少でした。 

隣接した他の消防機関との転送処理件数（転送した件数＋転送を受けた

件数）は、松江消防が最も多く６２件、次いで安来消防１７件、中部消防

５件、新見消防３件であった。 

       （別表Ⅳ―３、Ⅳ―４、Ⅳ―５、別図Ⅳ―３、Ⅳ―４参照） 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

                                      

別表Ⅳ―１ １１９番着信件数の推移 
 平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 

火 災 通 報 275 342 244 308 401

救 急 通 報 6,803 7,347 7,677 7,879 8,554

警 戒 な ど 133 125 132 130 140

問 い 合 せ 1,039 978 1,070 1,147 1,137

い た ず ら 422 442 362 514 259

ま ち が い 1,389 1,268 1,185 1,057 962

訓 練 な ど 427 1,606 1,554 1,745 1,635

合    計 10,488 12,108 12,224 12,780 13,088

 

 

 

 

別表Ⅳ―２ 月別１１９番着信状況 
  火 災 救 急 警戒等 問合せ 悪 戯 間違い 訓練等 合 計 

１月 25 728 6 83 25 81 120 1068

２月 44 694 5 90 14 98 113 1058

３月 46 786 18 109 21 76 345 1401

４月 66 715 11 86 19 54 116 1067

５月 26 659 9 94 23 62 94 967

６月 41 647 7 95 25 65 192 1072

７月 23 684 17 93 31 89 66 1003

８月 53 710 8 113 35 93 46 1058

９月 24 671 17 99 13 78 157 1059

１０月 5 767 8 76 15 74 99 1044

１１月 17 688 17 89 28 83 177 1099

１２月 31 805 17 110 10 109 110 1192

合 計 401 8554 140 1137 259 962 1635 13088

月平均 33 712 12 95 22 80 136 1090

 

 

 

 

別表Ⅳ―３ 移動電話及び固定電話からの着信件数の推移 
 携帯電話等からの着信件数 固定電話からの着信件数 

平 成 １３ 年 2,409 8,079 

平 成 １４ 年 2,829 9,279 

平 成 １５ 年 2,873 9,351 

平 成 １６ 年 3,355 9,425 

平 成 １７ 年 3,321 9,767 



 

 
 
 
 
別表Ⅳ―４ 移動電話からの着信状況 

 
西部消防圏域内の災害などの着信件数  

 

他の消防機関に  
 

転送をした件数  

 
総着信件数  

直接通報を  
受けた件数  

他の消防機関から

の転送受信件数  
 
 

3,273 
 

3234 39

 

 

48 3,321

 

 
 
 
 
別表Ⅳ―５ 移動電話の消防機関別転送状況 

他の消防機関に転送した件数  
 

他の消防機関から転送を受けた件数  

 
 

火  災  救  急 そ  の  
他  

合  計  火  災 救  急  そ  の  
他  

合  計

松  江  
消  防  

３ ３０  ３３ 松  江
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１ ２３ ５ ２９

安  来
消  防  

 １１  １１ 安  来
消  防

１ ３ ２ ６

雲  南
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  雲  南
消  防

  

東  部
消  防  

  東  部
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 ４  ４ 中  部
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  新  見
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津  山
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消  防

  

備  北
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  備  北
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合  計  

３ ４５  ４８

 

合  計
２ ３０ ７ ３９
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別図Ⅳ―１ 通報内容別着信状況 
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別図Ⅳ―２ 月別着信状況 
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別図Ⅳ―３ 移動電話及び固定電話からの着信状況比率 
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別図Ⅳ―４ 移動電話からの着信件数の推移 
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米子消防署伯耆出張所    西伯郡伯耆町溝口２０番地４         ０８５９－３９－９００１

江府消防署生山出張所    

大山消防署    

大山消防署中山出張所    

江府消防署    

０８５９－４８－２００５

０８５９－３９－５００２




